
第３９回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成２８年 ７月１１日（月） １５：００～１７：００ 

場 所：非破壊検査 株式会社 会議室 

出 席 者： 鎌田会長，葛目幹事，森幹事，永山幹事，服部会員，藤原会員，内田会員，寺澤会員，

吉田会員 

           以上 9名（順不同，敬称略） 

配布資料：39-0   第３９回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          39-1   第３８回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

39-2  衝撃弾性波法によるコンクリートの内部欠陥の検出に関する理論的検討（内田会

員） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

  開催の挨拶が鎌田会長よりあった。 

 

２．第３９回議事次第 

  内田会員より，本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

３．第３８回議事録（案）の確認 

  内田会員，寺澤会員，吉田会員より説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）内田会員より，「衝撃弾性波法によるコンクリートの内部欠陥の検出に関する理論的検討」と題

して，話題提供があった。日本非破壊検査協会 衝撃弾性波法研究委員会で活動した成果であ

り，JCI年次大会 2016で発表した内容との補足説明があった。具体的には，コンクリート表面

から欠陥までの深さおよび欠陥の幅に複数のバリエーションを設けた解析モデルを対象とし

て，2 次元弾性体波動方程式に基づく数値解析により，入力される弾性波の周波数と欠陥条件

（深さおよび幅）との関係について検討した内容をまとめたものとのこと。数値解法により，

欠陥がある場合の弾性波挙動を再現できる点，また，欠陥深さや幅にかかわらず，欠陥までの

深さに相当する共振周波数と接触時間の逆数から求まる周波数が概ね一致する鋼球を用いて

弾性波を入力 すれば，欠陥を適確に検出できるとの説明があった。 

（２）森幹事より，壁面走行ロボットについての話題提供があった。第 35回ONDAにおいてご紹介

のあった壁面走行ロボットについて，実物の見学を行った。最大積載量は 25kg であること，

例えばトンネル程度の曲面であれば走行可能であることなどの説明があった。今後は，大阪大

学のコンクリート供試体などを用いて，実験を進めるとのことであった。 

 

５．今後の予定 

  第４０回交流会：平成２８年１０～１２月 

  場所：箕面観光ホテル・箕面温泉スパーガーデン 



 

以上 

 

（記録：内田会員，吉田会員） 


